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ファイト！行動するロータリー 

第２６５７回例会 令和３年１２月１７日 
国際奉仕委員会 

奉仕しよう  
みんなの人生を 
豊かにするために 

２０２１－２０２２年度ＲＩテーマ 

 ＜会長の時間＞ 
先日、日本のロータリー100周年実行委

員会ビジョン策定委員会のビジョンレポ

ートを読んで、その中のロータリアンの自

問自答がありました。私自身たいへん興味

を持ちましたので少し皆さんにご紹介さ

せてください。 
「ロータリー?」というタイトルの古い文書が残されている。(「ロ

ータリー?」シカゴ大学出版1934)その副題には「もっとも古いロー

タリークラブの要請に基づいたシカゴ大学社会科学調査委員会に

よるシカゴクラブの歴史業績、将来性に関する報告書」とある。創

立から30年近くたったシカゴロータリークラブが自らの組織の価

値について、外部の客観的な評価を求めて作成されたものだ。 
その前書には、シカゴロータリークラブ調査委員会の自問が記さ

れている。「我々は時代の進化に即応しているのだろうか？ロータ

リーは世の中の現実と同じくらいの速さで進化しているだろう

か？進化の速度は適切なのだろうか？そのことを十分に理解しな

がら、会員たちを奉仕しやすい方向へ導くことができるのだろう

か？」 
ほんの少しですが紹介させていただきました。我々高山西ロータ

リークラブも、55 周年が過ぎて会員全員でクラブの自問自答をす

る機会があればと思われます。  
 

 
 

＜幹事報告＞ 
◎ロータリー文庫運営委員会委員長より 
 ・ロータリー文庫デジタル化済資料廃棄の件 
◎ガバナー事務所、ガバナーエレクト事務所より 
 ・年末年始休暇のお知らせ  12月27日（月）～1月6日（木） 
  緊急連絡先 地区代表幹事 玉木 義裕 090-3483-7557 

次期地区代表幹事 山岡 利安 090-8956-6607 
＜例会変更＞ 

高  山 … 1月  6日（木）は、新年例会のため  
9日（日）17：30～  洲さき に 変更 

※１月の例会より、ビジターのご出席を受け付けます。 
高山中央 …  1月 3日（月）は、定款により 休会 

1月10日（月）は、定款により 休会 
1月17日（月）は、新年家族例会のため  

18：30～ ひだホテルプラザに 変更 
＜受贈誌＞ 
米山記念奨学会(ハイライトよねやま261)、 (財)比国育英会バギ 
オ基金（2020年度事業報告書） 

 
 
 

 

 
 
 

＜本日のプログラム＞  

国際奉仕委員会   
委員長 榎坂 純一 
本日卓話をしていただきます、株式会

社清水弥生堂専務取締役飛騨高山フード

バリアフリー協議会 会長 清水大地さ

んの略歴をご紹介させていただきます。 
清水さんは、現在35歳。千葉大学卒業後、都内ベンチャー企業

にて経営者向けに、広告の営業に従事。10年前の2011年、株式会

清水弥生堂に入社され、5 年後の2016 年に専務取締役に就任され

ました。清水さんで4代目になります。 
2014 年6 月に、「飛騨高山ムスリムフレンドリープロジェクト」

を設立。官民連携で、地域の観光業活性化に向けて活動を開始しま

した。そして今年 4 月、「飛騨高山フードバリアフリー協議会」を

設立。従来のムスリム対応だけでなく、世界中のあらゆる宗教・思

想・体質に対応した食事環境の整備、また、地域産品の輸出の積極

推進のために活動をスタートしました。現在は、自社の経営に加え、

地域のために世界的な活動を精力的に行っていらっしゃる経営者

です。 
本日は、現在精力的に取り組まれている「飛騨高山フードバリア

フリー協議会」の活動理念や活動内容について卓話を頂きたいと思

っています。では、清水さん、よろしくお願いします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
飛騨高山フードバリアフリー協議会 会長 清水 大地 様 
 
 

出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

２４名 － ２４名 ３４名 ７０．５９％ 

＜出席報告＞ 
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「【食のバリアフリー】という国際奉仕」というテーマでお話

をさせていただきます。日本に住んで生活をしていると感じにく

いですが、世界には様々な「食の制限（バリア）」を持った人たち

がいます。宗教・思想・体質の問題で「豚肉が食べられない」「牛

肉が食べられない」「お酒が飲めない」といった制限があり、観光

に行っても現地の食事が楽しめないという問題が発生します。 

ここ高山市は、昭和 60年代より「国際観光都市・飛騨高山」と

してPRを積極的に行ってきました。そしてその結果として、コロ

ナ禍前の 2019 年には外国人の年間宿泊客数が 60 万人を超え、宿

泊客の3人に1人が外国人というところまで辿り着きました。 

こうしてせっかく多くの旅行客が来てくださるのに、飛騨高山の

伝統的なお食事を楽しんで帰ってもらえないとなると、残念で仕

方ありません。そこで、前身の「飛騨高山ムスリムフレンドリー

プロジェクト」を 2014年 6月に発足、さらに 2021年 4月に「飛

騨高山フードバリアフリー協議会」を発足いたしました。 

 

 
食のバリアフリー対応は 1 社では実現不可能で、多くの事業者

様のご協力が必要となります。「チーム飛騨高山」として、食とい

う観点からの国際奉仕が広がっていくといいなと願っています。 

 

 
＜ニコニコボックス＞ 
●鴻野  幸泰さん、向井 公規さん 

本日は国際奉仕委員会担当例会です。（株）清水弥生堂専務であり、

飛騨高山フードバリアフリー協議会 会長であられる清水大地さん

より卓話を頂きます。楽しみにしております。どうぞよろしくお

願い致します。また（株）ラシーム吉城の田口康子様、ようこそ

お越し頂きました。在籍女性会員が本日欠席で残念ですが、少し

でも高山西ロータリークラブを体験いただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

●榎坂  純一さん 

清水さんようこそ！本日は急なお願いにもかかわらず卓話を快諾

頂き感謝しています。お話楽しみにしています。 

●米澤  久二さん 

田口康子さんのご来訪を熱烈歓迎します。きっと入会されること

を期待しております。  

●田近  毅さん 

12月26日東京の国立劇場にて、妻と孫2人がそれぞれ日本舞踊を

踊ります。無事踊れる事を祈念して。スポンサーは大変です。 

●井辺   一章さん 

昨日名古屋で会議があり、今間に合うように帰ってきました。1年

間ありがとうございました。 

●塚本   直人さん 

いよいよ今年も残り 2 週間となりました。この例会場でお会いす

るのは最後の方が多いかもしれません。クリスマス例会を楽しみ

にしていましたが、中三の長男啓人がＪＯＣ岐阜選抜バレーチー

ムの一員として大阪での大会に出場する事になったため欠席しま

す。伊藤松寿さんの在籍 45周年おめでとうございます。これから

もご指導をお願いします。皆様よいお年をお迎え下さい。 

●平  義孝さん､ 田中   武さん､ 遠藤  隆浩さん､ 下屋   勝比古さん､ 

田邊  淳さん､ 松田  康弘さん､  堀   幸一郎さん 

今年の漢字は｢金｣です。買っても当たらないけど、買わなきゃ当

たらないのが宝くじ。今年の漢字にあやかって、今年こそ年末ジ

ヤンボ 10億円、当たりますように！ここで一句「宝くじ ゛た゛

の字が消える 大晦日」 
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